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１．概要（Summary） 

 名古屋大学微細加工ＰＦ所有の電子ビーム蒸着装置を

活用し、プラスチックフィルム（開発品）に無機膜を蒸着し、

無機膜の密着性に関して評価および解析を行なった。 

無機膜の密着性は、無機膜の表面エネルギーと相関

性が見られた。本検討によって、無機膜の密着性を推測

する上で、無機膜の表面エネルギーが有効な指標になる

知見を得ることができた。 

 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 電子ビーム (EB) 蒸着装置 （アルバック社製

EBX-10D） 

 

・実験方法 

 サンプル： プラスチックフィルム（開発品） 

 蒸着材料： SiO2, Al2O3（膜厚 100～300nm） 

 

 サンプル（5cm角）を試料台に固定し、真空下 SiO2

または Al2O3を所定の膜厚で蒸着を行なった。蒸着後

のサンプルは碁盤目試験により密着性を評価した。 

また、接触角法によって表面エネルギーを求めた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

プラスチックフィルム（開発品）に無機膜として、SiO2 あ

るいは Al2O3の EB蒸着を実施。 

蒸着後の無機膜付きプラスチックフィルムは、外観の変

化はなく、良好なサンプルを作製できた。 

無機膜の種類によってプラスチックフィルムとの密着性

に差異が見られた。接触角法から求めた表面エネルギー

は無機膜の密着性と相関性が見られ、表面エネルギーが

低い程、プラスチックフィルムへの密着性が高い傾向を示

した 【Table 1】。 

 

本検討により、プラスチックフィルムに対する無機膜の

密着性を推測する上で、無機膜の表面エネルギーが有効

な指標となる知見を得ることができた。 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 

 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

 なし。 

 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

 

  

 Material SiO2 Al2O3

 Adhesion
*1 72/100 99/100

 Surface Free Energy
*2 (mN/m) 66 29

 Table1. Adhesion and Surface Free Energy

　　　*1 
Cross-cut Test

　　　*2 
Calculated by the contact angle method.


